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8～9月 ⑥現地実習 ③参加者募集・選考 9月末～11月中旬
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118 大学とグローバル化　大阪大学GLOCOLの9年間の経験から
いずれかの機関について責任を持つリーダーの役割を担い、各機関の専
門家の前でプレゼンテーションを行う参加型教育を行いました。国際機
関ではリーダーのプレゼンテーション後に、職員との質疑応答及び議論
を行い、議事録は、原則として、副リーダーが英語で記録しました。
　本FSの最大の成果は、各機関での意見交換の機会を通して、学生が
抱いていた国際機関へのイメージ、例えば、「国際機関の職員は遠い存在」、
「堅い雰囲気がある」を覆すきっかけとなったことです。そのことにより、
遥か雲の上の存在と思われた国際機関が、「専門性を深化し、語学力を
磨けば」、自らのキャリアデザインの一部となり得るのではないかと考え
始めるなど、大きな進展がありました。事前学習の時点では、語学力に
不安を有する参加者が多かったことも特徴です。しかし、現地学習では、
回数を重ねるごとに、少しずつ質問することに慣れてきた様子が見て取れ
ました。これを機に、英語で自己表現を適切にできなかった悔しさや様々
な気付きが、語学力の鍛錬と今後の自主学習の原動力になることが期待
されます。
8. 実習後はどうするのか？－振り返り－
　GLOCOLでは、事後学習として報告書作成や報告会で振り返りを行うこ
とを課しました。以下、スイス・フランスFSでも報告書作成、報告会を利
用した振り返りを行いました。
　報告書は現地で使用した毎日の「振り返りシート」を基に各学生が所感
を記述しました。その後、参加学生に所感及び担当教員らによるグロー
バル人材育成についての論稿から構成するブックレットを作成しました。
さらに、次年度のFSの説明会等で体験談を話してもらうことも、振り返り
の重要な機会でした。他者に自分の経験や気付きを的確に伝えるために
はさらなる思案が必要であり、それが非常に学びの良い効果となったと考
えられます。
　また、スイス・フランスFSでは、現地実習の1ヵ月後に日本国内での
フォロ アーップ活動も行いました。欧州評議会の多文化共生課長が来日
する機会を捉え、同プログラムに参加した大学院生10名中の希望者4名
と担当教員が、2012年10月25-26日「日韓欧多文化共生都市サミット浜松
2012」に参加し、ストラスブールでお世話になった欧州評議会の多文化共
生課長と再会しました。現地実習で高まった知的好奇心をどのように継
続させて行くかは、全てのプログラムにおいて重要であり、体験を一過
性のものとしない仕組み作りが求められていると言えるでしょう。
